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生涯職業能力開発体系とは

職業能力開発促進法（第三条）

労働者が、その職業生活の全期間を通じてその

有する能力を有効に発揮できるようにすること

が、職業の安定及び労働者の地位の向上のため

に不可欠であるとともに、経済及び社会の基礎

をなすものであることにかんがみ、この法律の

規定による職業能力の開発及び向上の促進は、

産業構造の変化、技術の進歩その他の経済的環

境の変化による業務内容の変化に対する労働者

の適応性を増大させ、及び転職に当たっての円

滑な再就職に資するよう、労働者の職業生活設

計に配慮しつつ、その職業生活の全期間を通じ

て段階的かつ体系的に行われることを基本理念

とする。

生涯職業能力開発体系

具体的には、仕事を行うために必要な職業能力

である知識及び技能・技術を明らかにし、さら

にこの職業能力の開発及び向上のための、教育

訓練をどのように進めるかについて、段階的か

つ体系的に整理したものです。

職業能力開発促進法の第三条に定められた職業

能力開発促進の基本理念である、「職業能力の

開発及び向上の促進は、労働者の職業生活の全

期間を通じて段階的かつ体系的に行われる」を

具現化したものです。

２
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生涯職業能力開発体系を活用した人材育成の流れ

３

人材育成のビジョン及びマネジメントサイクルづくりのキーワードは、「明確化（見える化）」
「生涯職業能力開発体系」は、次の「仕事」・「能力」・「目標」・「能力開発」の流れの明確化を支えます。

◆

研
修
（
訓
練
）
効
果
の
検
討

◆

人
材
育
成
上
の
課
題
の
解
決

仕事の棚卸し

（職務分析）

教育訓練の実施

・OJT

・Off-JT

・自己啓発

仕事の明確化

◆

組
織
内
で
の
課
題
の
共
有
化

◆

人
材
育
成
上
の
課
題
の
明
確
化

◆

研
修
（
訓
練
）
効
果
の
検
討

◆

人
材
育
成
上
の
課
題
の
解
決

目標設定
自己評価

（職業能力の把握）

仕事の体系の作成

（職業能力体系）

能力の明確化 目標の明確化 能力開発の明確化

研修の体系の作成
（職業能力開発体系）

・離職者訓練
（委託訓練、基金訓練）

・在職者訓練
・キャリア形成促進助成金
・ジョブカードに係る各種訓練等

職業能力体系モデルデータ

生涯職業能力開発体系の構成

４

［45業種 約1200職務（平成2１年３月現在）］

仕事の体系（職業能力体系） 研修の体系（職業能力開発体系）

生涯職業能力開発体系

職務、仕事を遂行するために必要な職業能力を
明確にし、その能力を段階的かつ体系的に整理
したものです

職務、仕事を遂行するために習得すべき職業能
力から能力開発の目標を明確にし、その目標に
応じた研修（教育訓練）を段階的かつ体系的に
整理したものです

様式２ 職務別職業能力体系
様式３ 職務別能力要素の細目
様式４ 職務別能力要素の細目の内容

様式５ 職業能力開発体系
様式６ 目標別職業能力開発体系
様式７ カリキュラム

様式１ 生涯職業能力開発体系

業種ごとの職務分析モデルデータ
訓練カリキュラムモデル

活
用

活
用

－　　p. 13  －



生涯職業能力開発体系の様式

部　門 Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｌ４

能力開発区分 専門基礎 専　門 高度専門 高度複合・統合

職 能 別

階 層 別

課 題 別
　企業戦略、経済・産業の動向等に・・・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・で示す。

職
業
能
力
開
発
体
系

職
業
能
力
開
発
体
系

活用区分 職業能力開発（人材育成）の流れ

　能力開発の目標が職業能力体系の・・・・・・・で示す。

　従業員層、管理者層、経営者層の・・・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（従業員層）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（管理者層）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　（経営者層）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【財務・税務会計】・・・・・・・・・・・・

【原価計算】・・・・・・・・・・・・・・・

【原価計算】・・・・・・・

【営業管理】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【機械設計】・・・部品設計・・・・・製品設計・・・・・・・

【実装設計】・・・・・・・・・・・・・・・

【機械設計】・・・・・・・

標 準 化

共 同 化

実 践 化

目 標 化

職業能

力開発

ニーズ

・・・

・・・

職業

能力

体系

の作

成

職業能

力開発

体系の

作 成

訓練の

実 施

・・・

経 理

営 業

設 計

【営業活動】・・・・・・・・・・・・・・・

○○株式会社 生涯職業能力開発体系 様式１

仕事の体系と研修の体系の
全体像を整理したもの

様式1
生涯職業能力開発体系

部　門 Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｌ４

・・・・

レベル
職務

設 計 機械設計 部品設計 製品設計 ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

○○株式会社 職 務 別 職 業 能 力 体 系 様式２

部　門 Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｌ４

・・・・

レベル
職務

設 計 機械設計 部品設計 製品設計 ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・
・・・・
・・・・

部品図
組立図
・・・・
・・・・
三次元CAD
・・・・

○○株式会社 職 務 別 能 力 要 素 の 細 目 様式3 職　務 レベル表示 Ｌ２

能力要素

能力要素の細目

知
　
識

技
能
・
技
術

　機械設計

　部品設計

能力要素の細目の内容

様式株式会社

６．三次元ＣＡＤ １．二次元図形から・・・・・・・・・知っている

２．三次元モデル・・・・・・・・・・知っている

３．各部の・・・・・・・・・・・・・知っている

４．・・・・・・・・・・・・・・・・知っている

５．・・・・・・・・・・・・・・・・知っている

１．面上への投影・・・・・・・・・・できる

２．三次元の・・・・・・・・・・・・できる

３．・・・・・・・・・・・・・・・・できる

４．・・・・・・・・・・・・・・・・できる

５．・・・・・・・・・・・・・・・・できる

○○株式会社 職務別能力要素の細目の内容 様式４

職務ごとの仕事を
整理したもの

仕事を構成する作業を
整理したもの

作業に必要な知識及び
技能・技術を示したもの

様式2
職務別職業能力開発体系

様式3
職務別能力要素の細目

様式4
職務別能力要素の細目の内容

仕事の体系（職業能力体系）

研修コースの全体像を
整理したもの

能力開発の目標に応じた
研修コースを整理したもの

各研修コースの
カリキュラムを示したもの

様式５
職業能力開発体系

様式６
目標別職業能力開発体系

様式７
カリキュラム

研修の体系（職業能力開発体系）

区 分 部　門 職　務 専門基礎 専 門 高 度専 門 高度 複合 ・統合

区 分 専門基礎 専 門 高 度専 門 高度 複合 ・統合

区 分 専門基礎 専 門 高 度専 門 高度 複合 ・統合

階層（訓練対象者）

階層（訓練対象者）

設 計 機械設計

・・・・

・・・・

職能別 機械製図・・

・・・・

・・・・

CAD利用技術

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

三次元CAD技術

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

中堅社員
・・・・

階層別 ・・・・ ・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

ＩＴ化推進

・・・・

課題別 ・・・・ ・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

○○株式会社 職 業 能 力 開 発 体 系 様式５

部門 ・ 設計 能力開発目標 専門基礎 専門 高度専門 高度複合・統合

※ 部品設計

・・・・

設計 機械設計 機械製図・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

CADによる部
品設計技術を習

得する。 ・・・・

CAD利用技術

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

三次元CAD技術

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

○○株式会社 目 標 別 職 業 能 力 開 発 体 系 様式6

○○株式会社 カ リ キ ュ ラ ム 様式7

区分 Ｅ
作成者又は
実施機関名

管理番号 ○○○○

訓練時間（h）

訓練対象者

訓 練 目 標
　ＣＡＤにおける・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を習得する。

細　目 内　容

　ポリテクセンター○○

　三次元ＣＡＤ技術

　二次元及び三次元ＣＡＤの知識を有する者

訓 練 名 称

１．ＣＡＤ／ＣＡＭ

／
ＣＡＥ概論

【１】三次元ＣＡＤシステム・・・・・

【２】立体モデル・・・・・・・・・・

【３】立体の・・・・・・・・・・・・

６

２．リゾットモデラ ６

６

【１】・・・・・・・・・・・・・・・

【２】・・・・・・・・・・・・・・・

【３】・・・・・・・・・・・・・・・

３．・・・・・・ 【１】・・・・・・・・・・・・・・・

【２】・・・・・・・・・・・・・・・

５

様式１ 生涯職業能力開発体系

様式１は、仕事の体系である職業能力体系と

研修の体系である職業能力開発体系を鳥瞰で

きるようにしたものです。

６

 
生涯職業能力開発体系 

様式１

職 業 能 力 開 発 ( 人 材 育 成 ) の 流 れ

職場に
おける
部門ご
との職
務内容
を調査 

職業能
力体系
の作成 

職業能力開発ニーズの調査 
 能力開発

目標の設
定及び確
認 

職業能
力開発
体系の
作成 

訓練の実施
・OJT 
・OFF-JT 
・自己啓発(SD)

職務遂行能
力の向上 
エンプロイ
アビリティ
の向上 

経営方針及び企業戦略に
基づくニーズ、経済･産業
の動向に基づくニーズ、
職業能力自己評価による
ニーズ等 

Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｌ４ 部  門 

専門基礎 専  門 高度専門 高度複合・統合 能力開発区分 

職 
 

業 
 

能 
 

力 
 

体 
 

系 

職

業

能

力

開

発

体

系

職 能 別 

階 層 別 

課 題 別 

○○製造業 

経営 
総務 

経理   財務 

営業  

設計 機械設計 

電装設計 

製造 組立 

 製造 

【営業管理】       営業計画実務      営業計画推進           営業・マーケティン
 営業計画実務（補助）  営業管理実務      営業管理推進                グ戦略 
 営業管理実務（補助） 

【営業活動】       営業活動実務      営業活動管理

【機械設計】       部品設計        製品設計  試作・試験
 トレース                    プレス金型設計 
                        プラスチック金型設計 
                        生産システム設計 

【電子機器組立】部品組立 表面実装        検査・試験 
 配線・端末処理 接続   自動計測 
 電子機器測定 機械工作 

【旋盤加工】外径加工   ねじ加工        
 内径加工        はめ合わせ加工 

【フライス盤加工】    組合せ加工 
 六面体加工 溝加工     

能力開発の目標が職業能力体系の各部門が有する能力要素であり、この目標達成に向けた訓練
名称を様式 5 以下で示す。 

従業員層、管理職層、経営者層のそれぞれの階層に求められる次のような職業能力が能力開発
の目標であり、この目標達成に向けた訓練名称を様式 5 以下で示す。 
（従業員層）新入社員、中堅社員、主任・監督者等の区分に応じて有すべき、勤労意欲の啓

発、積極性・協調性の涵養、リーダーシップの養成、問題点の把握解決手法等
の職業能力が目標である。 

（管理者層）管理者としての役割認識、意思決定や問題解決能力の養成、部下の育成等の職
業能力が目標である。 

（経営者層）経営者としての経営方針策定、経営判断、経済・産業動向の把握分析等の職業
能力が目標である。 

企業戦略、経済・産業の動向等にマッチした課題が能力開発の目標であり、この目標達成に向
けた訓練名称を様式 5 以下で示す。 

活用区分 
標準化 

共同化 

実践化 

目標化 

【プレス加工】      抜き加工       曲げ加工 
プレス加工       絞り加工 

【経営企画】          経営管理          経営戦略

【庶務管理】        庶務渉外実務     庶務渉外運営管理
庶務渉外補助       施設管理実務     施設管理 

【人事・労務管理】    人事管理実務     人事政策  能力開発企画  人材育成戦略
 人事管理補助      労務管理実務     労務管理推進        

【財務・税務会計】    財務会計実務     財務・税務管理

【管理会計】   資金収支管理     予算・資金管理

【実装設計】    基板形成         基板検査 
     パターン設計       実装基板設計 

  会計 

【回路設計】       入力回路設計 通信回路設計 
 表示回路設計      駆動回路設計 
 電源回路設計      マイクロコンピュータ回路設計 

【放電加工】 溝加工   プログラミング  
ワイヤカット放電加工オペレート  ワイヤカット放電加工 

【検査】     出荷検査 検査 製品検査 

【プラスチック成形】 
 射出成形 

職務 仕事（仕事のレベル区分
に応じて配列）

仕事のレベル（難易度、重要度、責任の度合い等）

業
務
の
種
類
（
部
門
別
・
職
務
別
）

部門

－　　p. 14  －



仕事の体系（職業能力体系）

７

仕事の体系（職業能力
体系）とは、職務、仕
事をするために必要な
職業能力を明確にし、
その能力を段階的かつ
体系的に整理したもの
です。

 
職務別職業能力体系 様式 2 ○○製造業

外径加工

部 門 職務 
レベル 

ねじ加工

はめ合わせ加工

製造 製造 旋盤加工 

Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｌ４ 

組合せ加工

内径加工

フライス盤加工 六面体加工

 

設計 機械設計 機械設計 トレース 部品設計 製品設計

プレス金型設計

プラスチック金型設計

生産システム設計

試作・試験

六面体加工

溝加工

抜き加工プレス加工 プレス加工

絞り加工

曲げ加工

様式２ 職務別職業能力体系

様式２は、仕事を遂行する能力（能力要素）を段階的・体系的に示したもので、職務ごと
の仕事が明確になります。

企業での最も大きな業務の種類を「部門」として区分し、その中に部門別の「職務」と、
この職務を構成する仕事をレベル区分に応じて配列したものです。

８

部門 職務 仕事（能力要素）

－　　p. 15  －



 
職務別能力要素の細目 様式３ ○○製造業 

部 門 職務 
レベル 

Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｌ４

加工準備 
外径加工 
溝加工 
ローレット加工 
測定 

三角ねじ 
台形ねじ 
多条ねじ 

テーパはめ合わせ加

工 

外径加工 ねじ加工

はめ合わせ加工

製造 製造 旋盤加工 

内径加工

穴ぐり 

加工準備 
平面削り 
六面体加工 

ポケット加工 
組合せ加工 

六面体加工 組合せ加工フライス盤加工 

段削り加工 
溝削り加工 
勾配削り加工 

溝加工

プレス加工 抜き加工プレス加工 絞り加工

加工準備 
シャーリング加工 
プレス加工 

抜き加工準備 
抜き加工 

絞り加工準備 
絞り加工 

様式3 職務別能力要素の細目

様式３は、仕事を遂行する能力（能力要素）とそれを構成する作業を遂行する能力（能力
要素の細目）を示したもので、仕事を構成する作業が明確になります。

９

仕事（能力要素）

作業（能力要素の細目）

様式４ 職務別能力要素の細目の内容

様式４は、作業を遂行する
能力（能力要素の細目）を構
成する知識及び技能・技術の
内容を示したもので、作業を
行うために必要な能力が知識
及び技能･技術により確認で
きます。

作業に必要な知識について
は「知っている」、技能につ
いては「できる」という表現
で記載しています。

この様式を活用して自己評
価を行い、従業員各人の目標
を明確にできます。

知識 作業を行うために何をしらなければならないか？

技能・技術 作業を行うために何ができなければならないか？

１０

 
職務別能力要素の細目の内容 

様式４
○○製造業 

職 務 

能力要素 

能力要素の細目 

１．加工準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．平面削り 

 

 

 

 

３．６面体加工 

フライス盤加工        レベル表示      Ｌ１ 

六面体加工 

能力要素の細目の内容

１．フライス盤各部の名称と機能を知っている 

２．仕上げ面粗さについて知っている 

３．金属材料について知っている 

１．機械図面を読むことができる 

２．各種ハンドル、スイッチ操作ができる 

３．各部の注油と点検ができる 

４．切削条件を決定できる 

５．工具（刃物）の取り付けができる 

６．バイスの取り付け（平行だし）ができる 

７．材料の取り付けができる 

１．正面フライスについて知っている 

 

１．指定面粗さ平面削りができる 

 

 

１．ノギス、マイクロメータによる測定ができる 

２．６面体加工ができる 

技
能
・
技
術

知
識 

知
識 

技
能
・
技
術

技
能
・
技
術

作業

仕事

作業に必要な知識

作業に必要な技能・技術

－　　p. 16  －



研修の体系（職業能力開発体系）

１１

研修の体系（職業能力開発体系）

とは、職務、仕事を遂行するため

に習得すべき職業能力から能力開

発の目標を明確にし、その目標に

応じた研修（教育訓練）を段階的

かつ体系的に整理したものです。

様式５ 職業能力開発体系

様式５は、研修の体系（職業能力

開発体系）の全体像を鳥瞰できる

ように示したもので、職能別、階

層別、課題別に研修名称を段階

的・体系的に示しています。

１２

 
職業能力開発体系 

様式５

１ ２ ３ 複合・統合部 門 

○○製造業 

経営 
総務 
 
 
 
 
 
経理 
 
 
 
営業 
 
 
 
 
 
製造 
 

経営企画 
庶務管理 
 
 
人事・労務管理
 
 
財務・税務会計
 
管理会計 
 
営業管理 
 
営業活動 
 
 
 
旋盤加工 
 
 
フライス盤加

工 
 
 
プレス加工 
 
 

 
OA 操作・文書作成
一般総務業務 
 
人事・労務の基礎 
 
 
経理の基礎  
 
 
 
 
 
営業販売基礎技術 
 
 
 
機械図面の見方 
旋盤１ 
旋盤２ 
フライス盤１ 
フライス盤２ 
 
 
プレス加工基本 

職 務

企画書作成 
文書・資料作成管 
理実務 
法務・渉外実務 
人事・給与・社会 
労務企画管理 
能力開発実務 
財務会計実務 
税務会計実務 
管理会計実務 
 
マーケティング実
務 
営業技術 
 
 
 
旋盤３ 
旋盤応用 
旋盤実践 
切削に関する知識
３ 
フライス盤３ 
フライス盤４ 
プレス金型材料の
材料特性と利用法 
 
 

企画・発想力開発
 
 
法務・渉外管理 
 
 
 
財務会計管理 
 
 
 
 
 
販売管理マーケテ

ィング 
 
 
旋盤の高精度加工
技術 
 
フライス盤実践技
術 
 
 
プレス加工におけ
る不良現象と対策

経営戦略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提案営業における
マーケティング戦
略 
 
 
旋盤加工の高精度
化手法 
 

企画立案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区分 

職

能

別

１ ２ ３ 複合・統合階層(訓練対象者)

新入社員 
 
 
中堅社員 
 
 
 
 
 
管理・監督者 
 
経営幹部 

新規採用 
 
中途採用 
総合職 
 
 
技術職 

会社概要 
マナー基本 
会社概要 
 

仕事の進め方 
ビジネスマナー 
仕事の進め方 
OJT の基本と実践 
問題解決手法 
コミュニケーション 
OJT の基本と実践 
 

 
 
 
マネジメント基礎
リーダーシップ 
部下の指導 
マネジメント基礎
リーダーシップ 
部下の指導 
人の扱い方 
仕事の教え方 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目標管理実践 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
戦略発想 

区分 

階

層

別

１ ２ ３ 高度複合・統合課 題 

ＩＴ化推進 
 
 
営業力強化 
 
 
 
 
国際化 

情報リテラシ
ー 
電子調達対応 
顧客折衝力強
化 
 
顧客情報管理
強化 
国際対応力 

ＯＡ研修 
パソコン利用技術 
 
ティベート術 
 
 
 
 
英会話初級 

インターネット利
用技術 
電子商取引技術 
プレゼンテーショ
ン技術 
 
 
 
ビジネス英語 

 
 
 
提案型営業 
コンサルティング
営業 
顧 客 管 理 技 術
(CRM) 
 

 
 
 
 
 
 
ナレッジマネジ
メント 

 
 
 
 
 
 
 

区分 

課

題

別

部門 職務

研修のレベル４段階で表示

研修名称をレベル区分に応じて配列

－　　p. 17  －



様式６ 目標別職業能力開発体系

様式６は、職能別、階層別、課題

別に、能力開発目標ごとの研修名

称を示したもので、能力開発の目

標とそれに対応した研修名称が確

認できます。

１３

 

営業販売基礎 
技術 

営業技術 
旋盤(4) 

部門 職務 能力開発目標 １ ２ ３ 複合・統合 

（職能別）

 階層(訓練対象者) 能力開発目標 １ ２ ３ 複合・統合 

OJT の基本と
実践

中堅社員 

（階層別）

課 題 能力開発目標 ３ 複合・統合 

ＩＴ化推進 

（課題別）

営業力強化 

目標別職業能力開発体系 様式６○○製造業 

中堅の役割としての部
下の育成及びリーダシ
ップ等をはじめとする
統率力を身につける。 

全社的な情報化を推進
するために必要な情報
リテラシーの向上。 

コミュニケー
ション
問題解決手法 

マネジメント
基礎
リーダシップ

部下の指導法

OJT の基本と
実践

マネジメント
基礎
リーダシップ

OA 研修 
パソコン利用
技術 

インターネッ
ト利用技術 

電子商取引技
術 

インターネット上にお
ける電子商取引技術の
習得 

国際化 国際対応力の強化 英会話初級 ビジネス英語 

ティベート術 プレゼンテー
ション技術 

提案型営業

コンサルティ
ング営業

ナレッジマネ
ジメント

顧客管理技術
(CRM) 

顧客情報管理強化 

顧客折衝力強化 

専門技術職に必要な技
術分野に対する部下の
育成及びリーダシップ
をはじめとする指導力
を身につける。

２ １ 

機械図面の見
方 

製造 旋盤加工 外形加工、ねじ加工、
内径加工、はめ合わせ
加工の技能を習得する 

旋盤による高精密加工
を習得する 

旋盤１ 

旋盤３ 

旋盤応用 

旋盤実践 

旋盤加工の高
精度か手法 

旋盤の高精度
加工技術 

旋盤２ 

製造 フライス
盤加工 

溝加工、組合せ加工、
六面体加工の技能を習
得する

切削に関する
知識３ 

フライス盤１ 

フライス盤２ フライス盤３ 

フライス盤４ 

フライス盤実
践技術

プレス加工、抜き加工、
曲げ加工、絞り加工の
技能を習得する 

プレス金型材
料の材料特性
と利用法 

プレス加工基
本 

プレス加工に
おける不良現
象と対策 

製造 プレス加
工 

仕事に関する具体的な目標を設定

階層に求められる具体的な職業能力
により設定

具体的な課題により設定

研修名称

研修名称

研修名称

様式７ カリキュラム

様式７は、研修名称のカリキュラムを示し

たもので、研修を実施するための具体的な

内容が確認できます。

１４

 
カリキュラム 様式７

ポリテクセンター○○           管理番号  M111-109-3

 

1.芯だし作業 

 

 

 

2.高精度部品の加工  

 

 

 

 

 

3.工具研削 

 

 

 

 

4.寸法精度 

 

 

 

 

5.形状精度 

 

 

 

 

 

6. 仕上げ面精度の確

認・評価 

 

7.統括討議及び評価 

区分 Ｅ 作成者又は
     実施機関名

旋盤の高精度加工技術 
 

機械加工に従事し、リーダーとしての役割を担う者 
 
旋盤作業において、寸法公差、幾何公差、はめあいや表面粗さの規格を
理解し、加工工程の検討や工具・切削条件の選定等を通して、機械部品
の高精度加工に必要な知識及び技能・技術を習得する。 

訓練名称 
 

訓練対象者 
 

 
訓練目標 

細   目             内     容          訓練時間(h)

(1)四爪チャックの取り付け 

(2)高精度芯だし作業 

(3)加工工程と芯だし精度 

 

(1)課題図面の説明  

(2)加工工程の検討 

(3)切削条件の検討 

(4)切削工具の検討 

(5)測定器の選択 

 

(1)仕上げ工具の形状 

(2)仕上げ工具の研削仕上げ 

(3)円筒の精密加工 

(4)穴の精密加工 

 

(1)軸の寸法公差 

(2)穴の寸法公差 

(3)はめあい方式 

(4)加工部品の測定評価 

 

(1)形状公差 

(2)姿勢公差 

(3)位置公差 

(4)加工部品の測定評価 

(5)組み合わせ製品の評価 

 

(1)あらさの規格 

(2)あらさの評価 

 

(1)質疑応答 

(2)訓練コース内容のまとめ 

(3)講評・評価 

3.0

6.0

6.0

3.0

3.0

2.0

1.0

合計 24.0
 

使用機器・教材等 普通旋盤、各種バイト、測定器具、あらさ測定機 

Ｍ：機構の訓練カリキュラムモデル
Ｅ：機構で実施中の能力開発セミナー
Ｏ：独自カリキュラム

－　　p. 18  －



生涯職業能力開発体系の課題（特性要因図）

１５

職務分析の課題

１６

職務

部門
１

仕事

作業

知識＆技能・技術

？

職業能力体系

訓練
分野

訓練コース

訓練目標

教科の細目

訓練内容

カリキュラム

考え方がバラバラ
職務の範囲の変動要素
①企業規模
・規模によって変わるもの
・規模によらず変わらない
もの（コアデータ）
②レベル付け

－　　p. 19  －
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レベル区分 仕事内容の主な考え方 仕事の概念

１

●指導指示または指導管理の下で行う仕事
●定められたマニュアルに沿って、部分的に指導を受けながら行う仕事（日常定型業務等）
●チームの中でメンバーシップを理解しながら行う仕事
●補助的または基礎的な仕事
●労働災害の意義及び危険防止が理解できる段階の仕事

・企業利益の礎を
育む仕事

２

●職務の反復経験から適切な判断ができ自主的に行う仕事
●チームの中で中心メンバーとして行う仕事
●職務の反復経験から創意工夫や改善について提案相談できる段階の仕事
●職務に関する専門分野の向上や拡大のため、新たな職務にチャレンジする段階の仕事

・企業利益を生む
仕事

３

●指導指示または指導管理を行う仕事
●与えられた持ち場で管理運営または部下の指導監督を行う仕 事
●チームの中でリーダーシップを発揮して行う仕事
●他部門または他企業との業務調整、問題解決等を行う仕事
●職務に関する専門分野の高度化または他の専門分野との複合化に対応する仕事
●企業の政策（事業展開）や経営方針の企画・立案を上申する仕事

・企業利益を先導
する仕事

４

●新しい生産設備や新技術の導入に対応する仕事
●他の専門分野との複合・統合により高付加価値化や新分野展開を担う研究開発的また
は調査分析的な仕事
●企業内の基準・制度の改正を行う仕事
●企業の政策（事業展開）や経営方針の企画・立案・決定に参画する仕事
●総合的な判断及び意思決定を行う仕事

・企業利益を創造
する仕事

難
易
度
・
重
要
度
・
責
任
の
度
合
い

レベル区分ごとの仕事内容の主な考え方

１９

電子回路基板製造業のレベルの目安

L1 L2 L3 L4

階層・役職

役割・業務

経営戦略

設備導入

【実務補助】
・設計技術
・生産設計
・製造技術

現場の管理・監督

新人・新任者

予算

経営幹部

上級管理職

工場長

一般作業者
（ワーカー）

上級作業者・職長
（ベテラン）

管理監督者

改善指示

持ち場の改善

管理･監督補助
計画・企画

推進

高度技能・匠

教育・指導

【実務】
・設計技術
・生産設計
・製造技術

トラブル対応

レベル区分と仕事のイメージ

仕事とレベルの関連づ
けが特徴

・仕事の見える化
・能力の見える化

－－－
しかし、

仕事とレベルの関係？

２０

－　　p. 21  －



仕事とレベルの区分 課題１

２１

Ｌ２
一人前（実務・作業・管理）

Ｌ１
新人（実務補助）

Ｌ３
管理（管理・企画・推進）

Ｌ４
経営

（複合・戦略）

専門基礎業務

積み上げ型

総合・管理

専門応用業務

担当可能

企画・管理
問題解決

判断・提案・改善

広がり型

※レベルの設定基準：業種や職務によってレベル設定の意味合いが変わる。
（職務分析時に混乱）

製造系、経理・総務系
質、技量の積み上げ

サービス、営業系
質、サービスの広がり

仕事とレベルの区分 課題２

２２

※階層別仕事の範囲とレベルの設定基準（日本的雇用慣行資格社会）

仕事A
（レベル１～３）

仕事A 補助
（レベル１）

仕事A 実務
（レベル２）

仕事A 管理
（レベル３）

実際の階層別区分 便宜上の階層別区分

ベテラン

中堅

新人

ベ
テ
ラ
ン

中
堅

新
人

習熟範囲
レベル分けした
仕事の内容は？

任せる範囲
習熟に伴って変動

－　　p. 22  －



仕事とレベル区分 課題３

２３

Ｌ３
先導

Ｌ４
創造

Ｌ２
生む仕事

Ｌ１
企業利益の礎を育む仕事

？

仕事の体系

同じ表現をとっているが

仕事の体系レベル研修の
体系レベル

Ｌ１
専門基礎

Ｌ２
専門

Ｌ３
高度専門

Ｌ４
複合・統合

研修の体系

24

社会的不遇者の対策

高齢者に対する労働施策
・雇用対策
・安全衛生対策

障害者に対する労働施策
・雇用対策
・職業能力開発施策

人材育成システム

生涯職能力開発体系
・仕事の見える化

・能力の見える化

・目標の見える化

・能力開発の見える化

生涯体系の応用
生涯体系の応用生涯職業能力開発体系の応用

－　　p. 23  －
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• 求職障害者

・希望職種がない

・能力開発の必要性

• 企業

・適した職務がない

（障害者のスキル不足）

・物理的環境の未整備

双
方
が
よ
く
な
る
に
は
？

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

障害者雇用のポイント

障害者雇用に係る需給の結合を促進するための方策に関する研究（障害者職業総合センター,２００７）

26

コスト負担を前提とした職業的重度障害者の
育成・定着を図っていかに戦力化するか

職務創出（できる仕事） 職務遂行能力の向上

障害者の能力を活かす仕組み

障害者の能力を活かす仕組み

－　　p. 24  －
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能力を活かす仕組み
職務の創出（例）

• 百貨店の店頭販売員の業務改善（眞保:日本労務学会､2007）

接客業務

周辺業務

・リボン作成

・値札付け

実際に接客に専念
できるのは５０％

接客業務

本来業務に専念

周辺業務

・リボン作成

・値札付け

－－－－－－－－

時間利益

業務改善前の販売業務 業 務 改 善 後 の 販 売 業 務

販売員 知的障害者 販売員

28

能力を活かす仕組み
～職務再設計～

• 切り出した要素作業を、全体の作業に組み込む。

• ポイント：全体作業から切り離さず、位置づけを明確に

A B 

 
C 

 

専門技能が必要な作業 専門技能を必要としない作業

A B 

 
C 

 

専門技能が必要な作業 専門技能を必要としない作業

仕事の見える化
（職業能力体系）

仕事の見える化
（職業能力体系）
仕事のレベル付け

－　　p. 25  －



ありがとうございましたありがとうございました

資 料

３２

－　　p. 26  －



生涯職業能力開発体系のレベル

• 仕事の体系 • 研修の体系

レベル
区分

仕事内容の主な考え方 仕事の概念

新しい生産設備や新技術の導入に対応する仕事
他の専門分野との複合・統合により高付加価値化
や新分野展開を担う研究開発的または調査分析的
な仕事
企業内の基準・制度の改正を行う仕事
企業の政策（事業展開）や経営方針の企画・立案・
決定に参画する仕事
総合的な判断及び意思決定を行う仕事

指導指示または指導管理を行う仕事
与えられた持ち場で管理運営または部下の指導監
督を行う仕事
チームの中でリーダーシップを発揮して行う仕事
他部門または他企業との業務調整、問題解決等を
行う仕事
職務に関する専門分野の高度化または他の専門分
野との複合化に対応する仕事
企業の政策（事業展開）や経営方針の企画・立案を
上申する仕事

職務の反復経験から適切な判断ができ自主的に行
う仕事
チームの中で中心メンバーとして行う仕事
職務の反復経験から創意工夫や改善について提案
相談できる段階の仕事
職務に関する専門分野の向上や拡大のため、新た
な職務にチャレンジする段階の仕事

指導指示または指導管理の下で行う仕事
定められたマニュアルに沿って、部分的に指導を受
けながら行う仕事（日常定型業務等）
チームの中でメンバーシップを理解しながら行う仕事
補助的または基礎的な仕事
労働災害の意義及び危険防止が理解できる段階の
仕事

4 企業利益を創造する仕事

レベル区分ごとの仕事内容の主な考え方

1 企業利益の礎を育む仕事

2 企業利益を生む仕事

3 企業利益を先導する仕事

http://www.ehdo.go.jp/station/work_analsys/index.html

仕上がり像に関する目標

※注３

レベル区分 仕上がり像に関する目標

3

・高度な専門知識及び技能・技術に基づき、自ら
の問題解決能力や創造力を活かして、職務の多
様化・高度化に対応したサービス・品質の改善や
業務の効率化、システム化に関する職務が遂行
できる。

2
・当該専門分野の職務に関して、専門知識及び
技能・技術に基づき、自らの判断で職務を遂行で
き、業務の改善・提案ができる。

1
・当該専門分野の職務に関して、基礎的な専門
知識及び技能・技術に基づき、職務が遂行でき
る。

・他の専門分野を含む複合・横断的な領域にお
ける応用的な企画・調査分析、研究開発、統合
的経営戦略に関する職務が遂行できる。

注１： レベル区分とは、職務遂行上必要とされる専門知識及び技能・技術について、その深さの度合い、習得の難さの度合
い、普及活用の度合いに応じて、４つの区分に分けたもの。なお、「レベル区分」欄の「１～３」は、専門知識及び技能・技
術のレベルの高さを示したものであり、同欄の「複合・統合」は同区分の「３」に該当する専門知識及び技能・技術を複合・
統合したものであること。

注２： 訓練領域とは、レベル区分の各レベルの専門知識及び技能・技術の範囲を示したものであること。

注３： 仕上がり像に関する目標とは、レベル区分の各レベルに該当する訓練コースを受講することにより、どのような職務

が遂行できるかを示したものであること。

レベル区分
※注１

複合・統合

訓　練　領　域
※注２

・新技術・基準・制度や他の専門分
野との複合・統合により、製品・
サービスの高付加価値化や新分
野展開を担える専門知識及び技
能・技術

訓　練　領　域

・専門分野の高度化及び他の分野
との複合化に関する専門知識及び
技能・技術

・専門分野の向上や拡大に関する
専門知識及び技能・技術

・一般的に普及している基礎的・基
本的な専門知識及び技能・技術

在職者訓練でのレベル

－　　p. 27  －



－　　p. 28  －



－　　p. 29  －



－　　p. 30  －



－　　p. 31  －



社会人実務体験が就職活動に及ぼす影響について 

～「社会人基礎力」に着目して～ 

Effect of the practice teaching experience in vocational training institution   

~Focused on “the Social basic skills”~  

 

奥田 美都子（職業能力開発総合大学校） 
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